
意見シート

I'名：一般財団法人みらい財団
0委員確認欄（総合的な意見）

-. . 

記入年月日：平成30年12月4日
意見 評語

（委員記載）人材の黄呈、多様性に優れ、十し分てなも遂月行能力を持つている。 A 

記入者の氏名 特に経験豊富な人材を集め、その統率に関 理解されている，，

※評語欄に記入丈る記号の考え方

.A: 「指定の基準」を十分に満たしていると認められる。

6: 「指定の基準」を満たしていると認められる。
C: 「指定の基準」を満たしているとは認められない。

※区分Aの「十分に満たしている」とは、例えば、具体性、実現可能性、役員の資質

等の点で特に優れていると認められること()

0事務局確認欄 0委員確認欄（蒼眼点別）

着眼点
基準該当 公募要領記瓢の「確認項目」

確認
慌考 意見 評語

番号ページ 結果

I意欲
（委員記載）代表理車は社会活勤の経験が長い。情熱、使命感と現状理
解のパランスに優れる。専務理事も共有している

A 

役社員会課（代題表に理対事す）るの
「3.
指定 面接「指に定お申いては、指定を受けようとする団体（以

責問題意謙、使命感，＇翌 P3 下 請団体」という。）が指定活用団体の

任感等について 使命に対する強い実行・実現意志を有しているこ

確認する。 つい と等も確認。
て」
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〇事務局確認襴 I 0委員確認欄（着眼点別）

着眼点 基準 1該当
番号 ページ 公募要領記載の［確認項目」 t且 備考 意見 評語

ll業務実施体制・能力の適確性
（委員記載）特に問題J.ti忍められない4よく練られた計画である A 

①金等業務交実金施計に係画るが資、基金本の方活針用をの踏目ま標えや、休眠預 P＊休下33眠1方一~預叩針P金韓・54基本等本り晨交原。務付則実金と施にの係計適画る合資「l1全組の織活全用体のの目使標命や・基本原則等について以第2 P4 付 基本原 目標・意欲」、「IIi }基

I )業基務本実方施針計を画踏ま
則等に適合していること。

が、
え、基本原則（国民
への還元、共助、持

②去務2業を、目適務；確実斎Iに施+i実計tテ施面士でにわきお.T'るいIて、民間公体益制活等動が促進業続可能性d透明性・ 組織運営体制等について以下l::ac載あり。

説果華多明様最等責性大に任化い適革、、合新公民刊し問正て性主い`  
第2 PA 組織運営 整備で P55-P76業務実施計画「nii)組繰運営体制J

きる見通し力示されていること{，

るか。 ③業務実施計画が、民間公益活動促進業務ごと
第2 P4 にと．適確に実施できるものであると認められるこ 民間04公~益P3活06動業促務進実業施務計ごとの実施について以下に記載あり施。計

Pi 画「W基本方針を踏まえた業務実 画J

P56~P7o .業業P務S務Sを実業行施務う計部実画署施「等計IIに画ii.つ)「組組い織織て運図以営J下に体のお制記いJ載てあ、
（委員記載）整っている A 

上記のうち
②助成に係る業務を行う部署とは別に、社会の 助成に1系る り。

第2 P4 桔課題ごとに]現・支地援調及盃びを成含gむ継続的な進捗管理 : -
・資金分配団体の審査・選定、資金分配団体への助成、貸付：資金・支

のや機助能言を協適カ切・ 果評価の点検・検証等 援部貧金提供チーム
に発揮できる体制とすること。 ・設定された課題ごとに、モニタリング（進捗把握・管理、見直しの助

言）、資金分配団体の自己評価結果の点検・検証等：姿金・支援部経
営支援チーム

第2 P4 日にり、係構る成分、●のマ野会多ス）は等樟コ、ミの化経・幅をソ済図広ー界るシい、こャ分金とル融野がセ界か望クらやまタ人労ーし材慟い（公登界．益用序活を紐図動 ター）

ii)っ組て織い運る営体制が
・日下部元雄（国際椙力（ベ，国際金融セクターソ、高ー齢シ者ャル支メf恥Tイ

整 かc
近藤正晃ジェームス（ンチャーセクター、 ア（元twitter代

表・••三高片））山木椙正政谷夫（財団業界、ソーシャルセクタ-,起業フィランソロビー）
代（医療セクター、バイオペンチャー、学識経験者）
浩史（ペンチャーセクター．国際ビジネス、インターネット／スポーツ界）

・駒崎弘樹（社会起業家コミュニティ事保育・児童揖祉）

⑤寧理の事総数会は迅速な意思決定を図る観点から、理 P324別紙様式3('2.理苺名簿）※掲載顕
は必要最小限にとどめることが望まし • 藤沢久美（非常勤理事）

第2 P5 い。
（参考：．一股財団法人を設晋する場合、理事の人 ・有馬充美（常常勤理理事車）（ 

数の下限は3人）
•堀田力 （非勤 代表理寧））

参考

PPきてけ330社明た097会全示~~の体しPPな33諸的22,0け諜な指れ方題準定ば針に偏活なを関行用ら決し為が団、定実適体し‘飽・切は．1計事なと、画基さ成業れ本年果て方度●い針ご檬るにとのがにお設、作い定事成てを業す「含俣Itるめ画先事そ的の集の内に計解解闇匿決決府ににすへお回ぺのい
2 

第2 ン堡ユケ準のと備な行っ為て実い施る計か画。の内容が適確に実施できるも

駿可申請は平、成平3f成年321月となっている一方で、優先的に解決すべき諾
ル） 課題の決定は 年3月となっている。
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

着眼点
基準 該当 公募要領記載の「確認項目」

確認
備考 意見 評語

番号ベージ 結果

n業務実施体制・能力の適確性の続き
（委員記載）整っている A 

P匹 稟滋冥輯畔為財準実産釦頃国誨目江「9行録年中為"咄期間計"計計"●9酉国年～醗859享月カ支"業•年計計日用月現サ晉.の~9, 在賎呵,門,） 西叩額」9 PP330166準菜務憐実行 9の収支及びキャッシュフロー
P3l7~P322 
PB10設立時
P816融姿の件について

財務状態等について以下の記租あり“

貸まえ借、対今照後哉の収支予算書等による財務状態を踏

収揖（（収財産入産入合合）目計計録:1） 他円I負ほ合計0円／正味財産1憶円

第3 P5 33憶700万円(2019年度）、40ほ80.00万円(2020年度）、 43捻3000万円(2021年度）、84
財務の見通しが適切であることe 低（支fOOO万円(2022年度）. 1251怠円(2023年度）

出）
支出合計：
30億9600万円(20f9年度）、4i024但偲Q677000万Q万円円(2(.0220年度）,43偉1000万円(202'1年度：1、

血度準う-<ち枷七）●、支辿'行,払w"山為"●酪'凩万-成円円~'全,―"""ci~• m"叶"'間仔年年門E度度9l ｝ ） ． （？佗使•:、36佗円(2020年度）、40億円(2021年度）、80ほ円(2022年

安用：6736万8787円

なお,PSO業務実施計画「Diii)経理的な基礎Jにおいて、忠見シート「確認項目Jと
の対応の記註ありは

法人の財記載産の管理、運用について理車、監車が関与する体制について
以下に あり。
PS定款第7条（財産の管理・運用）

m >経理的基礎が Pp96~P700理奉の職務権限等に関する規程

釜っているか。 第3 P6 適法人切の財与産すのる管体理制、運を整用備につすいて理峯、監事が
P716~P717監事監査規程

に関 ること． P789~P796経理規程
P55~P76業務実施計画「nii >組織運営体制」

な「確お認、P80業務実施計画「IIIii)経理的な基礎」において、意見シート
項目」との対応の記載ありd

経理を行うための人員及び体制について以下に記載あり。

経理を適正に行うための十分な人員及び体制を
P55~P76業務実施計画「nn)組織運営体制J

第3 PG 
確保する見込みがあること．

な「確お屁、P項BO目業務実施計画「IIIii}経理的な基礎」において、意見シート
」との対応の記戟あり。

第3 P6 ＇他這のる、団株体式の等意を思保決有定しにて衷い質な的いにこと関。与するこc:/Jt

゜第3 PS 必要な姿計帳簿を備え付けること。

゜第3 P.6 業民間務公益冦す動る経促理進と業を務区に分関しすてる整経理理すとるそこのと他。のに関 ゜
第3 P6 会計監査人を設置する旨を定款で定めることa

゜
"'Pめ会t1ら計"れ監呼て皿奎人ヽ望る様,．赤..,式板3l4第有5会限項頁に〗お監・墨い査凌て人法、名国人簿法l人1埃計監査人を置ぐ。J磁

第3 P6 法いに見てつにをは付規いて資す定金はこす公と収るを収惚史緒支'll'←予程算スむ等の又書にもは及定のが監めと収査るし支法こ．口と．叫書滋算につ書意
゜

第3, !'6 監事でのあるうち-少なくとも1名が公認会計士又は税理
士 しと。 ゜

P沃・中32毅田5ち（別常ず紙勤子様）（（式非弁3常護(勤3士.）） ＇監（公事認名会簿計）士※）掲載順
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0事務局確認襴
！ 0委員確認欄（着眼点別）『， 

着眼点 1基準該当 公募要領記載の「確認項目」
確認 傭考 意見 評語

番号ページ 結果

JI業務実施髄1・能力の道確性の続き

専門的能力等にii]紙つい様て式以4下(展に歴記書載）あり。
（委員記載）整つている r,. 

P328~P618別 ）

確①靡関実す既員民にる実間を有十置施公分くすす益となるる活と屁知た動もめ調にや屈にを、ソ必有足ー漏要するシ公に知るャ益応ほル謡活じか・・イ技外勁、ノ街助促部ベ成を進のー有を業専シす行務門ョるンっ家をた役に適等 外部の専門集ら家業い務務等戦実実に餡施鹿つアい計計ドて画画パ以r「イ評イ下ザン謹,リ=e;,タ員ーー会委ナと員あシ理会ョり事ナヱ一会ル貰、・Jア委W員第3 P6 
P56-P57 会の全体像J
P64~P67 くイザIJ~,ポード
一竪」、 「みら

を活用すること。
なお、P84~P91業務実施計画「町v記)技載術あ的り（専門的）な茎礎」におい
てJ意見シート「確認項目」との対応の 。

専門的能力等について以下に記載あり。
P32S~P618別紙様式4(履歴書）

基iv)礎技が術整的っ（て専い門る的）

②特に、資金分配団体になり得る団体に関する 外部の専門家等について以下に記載あり。
十分な知見やネットワーク等を有すること、非資

P56~P57業務実施施計計画画「評繹員会と理事会、委員会の全体像l
第3 P6 金的支援を必要に応じて外部の団体や専門家と P64~P67業務ヽ戦実B 「インターナショナル・アドバイザリー・ポード

か。 も連携しつつ伴走型で提供できる能力を有するこ ー登」、「みらし 略アドバイザリー委員会一黄」
と、!CT等を程極的に活用すること.

なお、P84~P91業務実施計画「niv〉技術的（専門的）な基礎」におい
て、意見シート「確認項目」との対応の記載あり。

専門的能力等について以下に記賊あり。
P328~P618~I)紙様式4(履歴害）

， 

③びめ科まられ学たる、技案こ術と件分が組野望成のま案動しい件向。に発知掘見能を力有を有すること及

外部の専門家等について以下に記載あり。

p5(i:....p57 ら業業い務務戦実実略施施ア計計ド画画バ「「イ評イザン騒リタ員ーー委会ナ已員シ里会ョ事ナ一会ル黄、・」ア委ド員ヽ 会の全体-像・ホJ 第3 PG することが認 P64~P67 くイザリ ード
が ＿貝J、「み

なお、P84~P9l業務実施計画「Iliv)技術的（専門的）な基礎」におい
て、意見シート「確認項目」との対応の記載あり。

（委員記載）確認できた A 

Iメ十はvン適分)役ト確なの員資に能9運質代力営9表等マす理）ネをる事ジ） 

「3.

悶
P3 面使と下等f命接指もにに定確お沢申紐いす"．てる団は強体、い指j実と定行いをう・実受。）現けがよ意指う志定とをす活有る用し団団て体体いtのる以こ

準に

持っているのか，＇
つい
て」
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

• 着眼点 茎準 該当 公募要領記戯の「確認項目」
確認 備考 意見 評栢

番号ベージ 結果

m中立性・公正性
【穏織運営体制に関する事項J （委員記載）特に問題は認められない。 B 

施①部にの民コ間有をン担謀公プう益者ラ部イ活等9ア動もン参促ス加進能す業策る務のもの検の逼討。正）等及なをび実行そ範うのの絹下た織にめ（実外
P65~P76 業務実業施務計実画施「n画等ii)を「組組行織織う運組図営織Jに体及お制びい」そての、、P58 計

第2 P4 上「コ記ンのプうラちイアンス施策の検討等を 組 下に実施等を担う

部署」として、「コンプライアンス委員会」、「管理・企画部管理チーム」
等を 署を設匿すること。 の記載あり0

第2 P4 
③が資公正金分配団体におい業てが休適眠正預に金遂等行にさ係れるる資よ金う
に活用され、車

監督するために必要な専門部署を設臨すること。

P55~P76業務実業施務計実画施「計n ii)組織運営体制」
上記のうち、P58 画「組織図J
資金分配団体の監査を実施する部署として「監査室」の記載あり。

（諸ま見程等に関する挙項］

第2 PS 
霞に事組を傭織え匹圧る宮こと．甜餌菜に行う謬ため雷に必憂翌な翌詣輝的 ゜

第2 P5 ②血澁評議議ぢに員会つ規をい除文ていはの特た理案上別事にので会定；のめう害浚るこ関ことと咋をに。民当有間たす公っるて益評は活議直動員 ・O 函た麟（特っ別9ていなは民た利当上費書公で猿腿行紺決係う蹟謹も者＂I康のさと如進すいる業て。務;f規刷'遠程のの利諄裏宮町関紐係を及有muする評会議の員直又,.,Iご巴当事

第2 P5 及猛③租役びの己漏案J{に•を定Iこ図対め雪急しこてことと、を定岬民期間的公に9利活E益動祖』促反羞に集該務規

゜
訊",..申告.,,"tを雫民紐な員間甍にH公甕対益及しで活びて．動是運．定促正切期唯をな的図掌副にる悴よこ規と益お碩．相のい即案が内こ該容出すEるを軍檄項賦に関．ふる相自反己

る体iた)制公め・正諸に規性組を程織確が運保整営す備

されているか..不正

行止為等や利組が益織なさ相運れ反営て上防し
の工の夫 、
るか。

④評の役諾民間公に対益す活る動報促酬進等業l務に係る理事、監事及び

員貝 ：：ういてば、考民指慮間定し享て活業不用者当
第2 ps の報酬等及び従業員の絵与

団体の経理の状況その他の奉情を考慮
な定水め準とならないような支給の基準を諸規程等に
めること。

P98業務実施H国「②理事、監寧及び評議貝に対する報醸等の支給の基準につい

て「報」酬給与等の比較表」の記栽あり，

（次ページに続

当ヤP員程如定退の支航臓親給怠則の,達, 労を織.. 定今則翻あをザる定達め及捐るび秤、,逹雌クns. ,,函-.~.. ~m_~ 町,,叫.. 鴨.,阿l覆年舷違亘君皿給規1る与c程量r-規r-程J程c;1漬.珊,,応e,,,涸秤ヂ_.... 瑯m,,皿,,.,. 旅_費,,責匿規紐品貝程及緯通のび与●●耀規手欝
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

着眼点
基準 該当

公夢要領記載の「確認項目」 詣 備考 意見 評 語
醤号 ベジ

（前ペジにご記入ください）

（前ページか

⑤員関こと係民。理を者間諸事公に規、対益監程活し事等、動、特に臓促別定進員めのそ業る利の務こ益他をとを。行の与う指えに定な当活いた用もりの団、評で体あ議のる Pたし1禁73、り特止4、評別事利議の項益員利）相第、益反理4を条防事与止2え監規役る事程職行、員為職等を員禁はそず、の民る他間の公指益定活活動用促団進体業の務関を係行者うにに当対

前

ペ
らの続き） 第2 P5 

゜
I 

ジ

に

閃
P第を(2動（資66)得5を財金2条た行団分助上う2が配団で成委直団体、業員理接体の務は事助審理規次長査成事程のがま委、の各た委評員案号は嘱会塩に貸す）員定る付及め。をびる行従事う業資項員金にで該分は配当な団すしる者を理事会の決譲 ~ 

体ヽ者及び民問公益活 さ
し9

第2 P5 ⑥規不程正等行を備為えやる利こ益と相ロ反防止のために必要な緒

゜

P727~P730 コ利ン益プ相ラ反イ防ア止ンス規推程進規程
P734~P736 

第2 P5 ⑦るた者庁も内ガ向）jのパ部をけと踏ナ通ガすンイま報るドスえ制たラ、・度コめイ内ンのン、部プ「整（通公平ラ備益報成イ・ア通運制28ン報度用年ス者をに"体整保関月制慌饉す9を日する法実消る民を効こ踏費間性と者ま事。あえ業

゜
P741~P743公益通報者保護規程

第2 P5 
⑧をえとの。わる民錮行っ人間者為公又にを益は対行活団しわ動体、な寄促のい進俯利こ業そ益との務のを他諸をみ行の規のう特程増に別等大当のにをた定図利りる益め．活特をる動与こ定

゜
Pりし｛禁73、、特寄止4定附事利のそ項益の個）相第他人反4又の防条特は止役団別規職の体程員利の等益利はを益与、の民えみ間るの公行増益為大活をを動禁図促ずる進る活。業動務をを行行うう者にに当対た

第2 P5 ⑨法認条定残人定17款余若等号に財し定ににく規関め産はす定るを公類こるす益と法似る社。律法の団人事（平法又業成人はを18及目国年び的に法公帰と律益す属財第るさ'"他団せ号の法る）公人旨第益のを5 

゜
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0事務局確認欄 0委員確認欄'{着眼点別）

着眼点
基準該当 公募要領記載の「確認項目」

確認 備考 意見 評語
番号ベージ 結果

m中立性・公正性の続き

習事ても盟の同t総様はと孟のし3ま分す‘妬の）．1 を~超iえ:な翡いこ蹂と〈監諜事に匹つい
（委員記載）考虚されている。 A 

第4 PB 0 
P653ヽ別る紙様式6(役員又は職員の構成についての確認書）が提出さ
れてし d 

Ii)成役が員、又は職員の

字のと1。監計事fごが霊つ．い理てむも字同総樟数と督しのま品呼）の．店1を雰超え品いヽこ
pれllて!j3い別る。紙様式6(役員又は職員の構成についての確認書lが提出さ

構 公正性の観 第4 P6 

゜点から適切か』利益
相反防止の工夫が
なされているか。 P485~P6i8 式別6紙(様役式員4(限歴書（職員））

P653別紙様 又は職員の構成についての確認雲）が提出さ

第4 P6 ③職員が特定の団体の出身者に偏らないこと“
れている。

なお、1>98業務実施計項目画」「と皿の③対利応益の相記反載防あ止りの。確保の詳細Jにおい
て、意見シート「確認項

③民間公益活動促進業務以外の業務を実施す P811別紙様式8(民間公益活動促進業務以外の業務に関する説明
（委員記載）支降は及ぽざないであろう A 

第5 P7 ることにより、民間公益活動促進業務の実施に 雲） ＇
支臆を及ぽすおそれがないものであること。 民間公益活動促進業務以外の業務を行う予定はないとしている。

進iii業)民務間以公外益の活業動務促
第5 P7 

①こ員と民、。組間織公及益び活予・動算促等進が業実務質と的そにの区他分のさ業れ務て(J)い職る D 
を行っている場合に
は、その業務を行う

こ公と正になよ実っ施てに業支務障の 第5 P7 ②なっ民て間い公る益こ活と動．促進業務が法•人の主たる業務と

゜を及ぽさないか。

第50 P7 ④れ又社のはあ会公るの的業秩信務序用をを若行維し・わく持はなす善いる良こ上とので。風ふ俗さをわ害しQすなるいお業そ務

゜ （委員記載）意識が高い A 

面接においては、指定を受けようとする団体（以
「3. 下「指定申讀団体Jという。）が指定活用団体の

iv)役員（代表理事）指定 使と等命もに確対認す。る強い実行・実現意志を有しているこ
は中立性・公正性に の基

P3 
対する強い意線が 準に こ民支間障公を益及活ぽ動す促お進業務の適確かつ公正な実施
あるか。 つい 9 それがなく` 特定の目的を有し

て」 て活動している既存の団体では困難な、中立的
な立場を守る必要があるさ

wその他
（委員記載）とくになし

業務実施計画・準備行為実施計画の内容等に関する加点・減点ポイントなど。上記
I~mに関する点を除く。
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着眼点

民間公益活動
の促進に資する 1
ことを目的とす
る一般財団法人
であること

欠格事•

必無要言び書類の上有

のの及記確載認の類有無

0委員確認欄（着眼点別）

公募要領記戟のf確記項目」 I巴::I 偏考 I 意見

第1

第1

①定款で定める指定申請団体の目的が、法第20
P3 [条第1項で定める指定活用団体の目的（民間公 Io ,_ 
益活動の促進に資すること）に適合していること。

②「一般社団法人及び一般財団法人に関する法
P4 I律（平成18年法律第48号）」に規定される一般財Io ,_ 
回法人であること。

指定申請団体が、下記①～③のいずれにも該当
しないこと。
Ic 法第17条第3項各号'"喜げる団体
I②法第33条第1項の規定により指定を取り消さ
れ、その取消しの日から3年を経過しない団体
'③役員のうちに次のいずれかに該当する者がい

第6 IP7 Iる団体 I o , ― 
イ禁錮以上の刑に処せられ、その刑の執行を終
わり、又は執行を受けることがなくなった日から3
年を経過しない者
ロ法の規定により罰金の刑に処せられ、その刑
の執行を終わり、又は執行を受けることがなく
なった日から3年を経遇しない者

指定活用回体指定申請書（別紙様式1参照）

I①指定申請団体の基本情報（別紙様式2参照）

②定款

③登記事項証明醤

④指定の申請に関する意思の決定を証する書類

⑤設立趣意書及び設立者の一黄（様式自由）

⑥業務実施計画（様式自由）

イ組織全体の使命・目標

口業務実施に当たっての基本的考え方等

1（0 有）

1（0 有）

1（0 有）

1（0 有）

品
品
品

0゚ 

ハと画の基目本標方、業針務にの示実され施た内指容定、実活施用体団制体、の実業施務計ごI o 
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〇事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

潜眼点 ぢ ペ該ー当ジ 公募要領記翫(l)r確認項目j 悶 偏考 意見 l評語

⑦準備行為実脆計画（様式自由） 品
優セス先の的明に確解化決すぺき社会の語諜題の決定のプロ ゜

の資金プロ分セ配ス団の体明の確公化募（に資向金け提た供各契種約書書類等の）作成 1 ゚

評化価指針•マニュアルの作成のプロセスの明確 1 0 

シ明ン確ポ化ルマークの作成準備、決定のプロセスの I o 

各種規程等の整備のプロセスの明確化 I o 

シ資ス金テ分ム配の団企体画にの対プすロるセ公ス募の・助明確成等化に係る,cTI o 

⑧含事評む項饉。を）記員IT)載、氏役し名た員、書、住職類所員（、別及履紙び歴様会及式計び3監専及査門び人的4（能参就照力任）等予に定関者すをるI , 有゚）

I@の評就餞任員承諾、役書員9別、職紙員様及式び5参会照計監）査人への就任予定者I,0 有）

無必要及書び喜害類の上有

定民お式そ役の間6参れ職基公照が益員準）な活に（就いつ動任もい促予のて進定で」業があ者務るを第のこ含4公とむ」正役を.)な員確に実又認つ施はしいたに朦て支書員、類上障のを記（構別及「成紙3ぼが様す指、1 （゚有）

のの記確 の類有無
⑪民間公益活動促進棠務規程の案（様式自由） I品

法こ体と第のと"選さ条定れの第てい基2項る準第もJにの1号関のにしうち、お以「い資下て金に、分民記配間戯団公あ体益り。及活び動民促間進公業益務活規動程をに行定うめ団る

基実施本方の針方に法示にさ関れすたる指事定項活用団体の業務ごとのI 。1第民第6間3条条公（（益資助活金成動業分促配務進団規業体程務の）に選関定す等る）規程の案のうちP655~P656

※さ第れた6条てだいし（、る助選。成定業の務基規準程等）について、助成業務規程（理事会決定）に委任

のブ民ラ間体イ公制ア益のン整活ス備動体促に制関進にす業関る務す事のる項事適項正（ガを等確バ）保ナンすスる、たコめン 1 0 

休眠預金等に係る資金の活用対象の範囲 I o 

業務委託の基準 I o 

契約に関する基本的事項 I o 

収項支決算書に係る外部監盃の実施に閑する事 1 0 
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0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

藩眼点 ぢ 烹', 公募要領記載の「確認項目j 悶 偏考 意見 評語

資い止実付て金金及に不履分びに正休行係配等眠さる団せ返が預体る還生及金措信じ等びた置務民に場並を係間合び確る公にに実資益弁おに金活け済隈の動る期行返を貸がさ行還付せ到僕うける団来務等措し体をのた置に確停貸等お

゜

⑫各種規程等（様式自由） 品
・評艤員会の運営に関する規程 Y、

・理事会の運営に関する規程

舟・役員及び評繕員の報酬等に関する規程

額照指間・職較を）定）員示を酬の受し等給たけ見与資た込等料場額にを合並添関にび付すおにするけ罷規るる員程こ役のと（員指給.及rn定与び,活の紙評用支様議団給式員体見7の参の込年 品

・理事の職務権限に関する規程 1,0 ~, 

・倫理に関する規程 ': -0 ~ヽ
・コンプライアンスに関する規程 ,゚_ヽ

必無の確要及記書び載書類の類の有有上無 ・公益通報者保護に関する規程 ,o -ヽ
・情報公開に関する規程

ヽ゚←ヽの認

・文書管理に関する規程
ヽ゚←ヽ

・リスク管理に関する規程 ，゚士ヽ
•監亭の監査に関する規程 ,心oヽ
・経理に関する規程 ,_゚ヽ
・組織（事務局）に関する規程 ヽ゚士ヽ

⑬財のその前産日設事の目立業録属時年す並に度びる事おにに業けお当る年事け財度る業産貸に年借骰目度録対立に照）さおれ表けた、る損法収益人支計に予算あ算書っ書て及（は申び請、

゜
（有）

⑭民おそ民間れ間公が益公な益活い活動旨動促を進I界説准業明孝務し葬のた以公書外正類なの（別実業紙施務様にを式行支8陣う参埠を照合及）にぽはす、品

⑮む紙。様指）定式がを9欠参受格照け事）よ由うにと該する当法しな人い及こびと役を員誓（約就す任る予書定類者（を別含

゜
（有）

⑯買行（別政紙機様関式か10ら参受照け）た指準等に対する措匿状況の一

゜
（有）

⑰事務所のレイアウト図（様式自由） 品
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